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輻射瓢の高度と流星塾との閥係について

（OLi　the　Rclntion　of　N’umber　of　Cbscrved　NetLors

　　　tizd　Altitude　of　the　1〈acl｛ant　1’oint．）

小骨孝二郎
　1．緒　　言
　流星群に即する流星の数が輻射’黙の高さに従って塗化すること，自【1ち輻射黒占

の高度が大なるほど流星が数多く見られることは流星観測者の等しく経験する

ととろである．

　流星群の出現程度を観測結果から調査する場合，輻射黙の高度を異にする流

星出現数の値をそのまN用ひる事が不適である事は無論の事であり，叉，数十

年間の流星群の出現頻変数から，その週甥を研究する際にも，との暗暗を考慮

に入れる必要があるわけである．

　bi　Nる場合，上記雨者の關係が数學的に判明してみるならば，出現程度を巌

密に比較する事が出來る爲，甚だ好都合である．

　筆者は爾者の歎學的關係を：見出さんが爲に，1936年度及び1939麦に古非耕一

氏が行はれたる十二月の双子座流星群の観測結審を利用してほ穿日的を逡した

ので其の結果を獲表することにした．

　2．観測資料
　：先づ著名なる流星群の活動期に譲りなるべく多くの時間（少くとも日時…闘以

上の間）綴濁した槻測資料が必要なわけであるが，本邦に於てはまつ古井耕一

氏の資料を置いて他にこれを用ひ得るものがないと思はれる．またたとひかS

る槻測があっても，これが流星槻測に充分経験あるものの得たものでない限り

其の結果を用ひる事は危陰である．帥ち親寒したる流星が流星群に領するもの

であるか否かは経路や色，速度，痕の有無等の特徴から決定されるものである

爲，経験の乏しき槻測者のものではこれに流星群以外のものを混入したり叉看

過したりする催がある．

　吉井耕一氏が流星の観測に着手されたのは昭和7年（1932年）初で，以後年々

数千個の観測を行はれ，現在までに既に2萬に近い流星を見てゐられる．即ち

流星観測については本邦第一の経験家であることは申すまでもないが，叉同時

に世界有数のものたることも疑のなV・事實である．同氏の観測が極めて精確で

あることは筆者の最もよく知るところである．これは飴談であるが同氏は近年

に至り流星の爲眞撮影を聞如され年々多くの撮影に成功されてるることはこれ

又世界にあまり類例を見ないところである．同氏の観測は一般に他の槻些些と

1異り数時間に：亘り櫃績観測をさるs事が多く，殊に流星群の活動期には8時間9
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時間といふ長期に亘る槻測を連夜されてるることは驚歎の外ないのである．

　上述の事責から・この研究に吉井氏の観測を用ひることは最も効果的である

のであるが，筆者が特に十二月の双子流星群の槻測を用ひたる理由は，

a．双子流星群は日非訟少時間で輻射黙が東天に上り殆んど一夜通じての観測

　　が可能なること．

b．輻射黙が極めて天頂近くを通過すること。（赤緯L＋32。とすれば北緯34・

　　の土地では天頂を去る2。のところまで來るわけである・）帥ち高凌の麺々

　　なる値についての流星出現数を得ること．

c・夜の長き時期にあるため・殆んど6時（薄明開刻時刻）近くまで槻測が出

　　來ること．

d．極大前後の3～4日は毎時数個乃至数十個の盛な出現が見られること．

等である・厭の膿漏者醐究の資料として闘レたるものは洞氏の麹

測が全く圓熟の域に達したる1936年のものと・幸にも蓮夜晴天に恵まれたる

1939年の晒者であって其の概略は第1表の通りである．

　　　　　　　　　　第1表　Table　l
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　上表に於て第一行は日本中：央標準時にて表はしたる観測輩位期．第二行はそ

の時間数，第三行は中心時刻に於ける太陽の黄経・第四行は其の間に認めたる

流星門守，第五右は双子流星群のみの数，第六行は双子群の一時間4均凱第

七行は室氣の清澄度，2Pち雲量其他に基づき決定せるFactor，最後の行は

Factorによりて修正せる一・時間の手均流星藪（N）を示す．

　本研究に當って，槻測期間中に本質的には双子群に騒する流星の出現頻度が

一様である事を假思せねばならぬのであるが，これは事音あり得ない事柄であ

って，流星群は本來其の出現頻度を刻々攣化するもので，一（2Pち極大日時が

頻度最も大で，これに遠ざかるにしたがひ頻度小となる）一二三の間にも流

群の出現頻度には相當なムラがあること一（帥ち流星群の内部は其の分布密

．星斗を異にすること）一r一が一般に知られてみる爲，少数の二二から結論を誘

導するととは無理があり，誤謬を件ふわけである．本資料では5回の観測（観
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト測総門三歎30時間，流星数627個）を用ひてみる爲かsる分布の不李均を詐さ

れ得る程度に相殺してみるものと信じ，全流星の出現頻度について叙上の事寳

（一様なる分布）を假回して研究を進めた次第である．

　3．結果の整理

　5回の観測は流星数の出現頻度をかなり異にしてみるので，これを結合して

各輻射黒占の高度に封ずる李均流星数を求むる爲に・槻測より求めたる個々の修

正手均数（N）について加工を行ふ必要がある．巳口ち5回の各観測期に於ていつ

れも同程度の流星を槻烈し得・たものとする爲，観測値（N）から次の如くにして

誘導値（N’）を求めた．

　或夜の或軍位期間の修正平均値：をNiにして示すものとする．今

　　Ni十N2＋”’”’＋Ni　十’”一・Nm
f　＝＝

　　　　　　　　m

によってfを求め，各期間について

N，一　一N一×ioo

　　　f

よりN’を求むれば，この値によって全期間の値を輻射黙の高度にi観照して上ヒ

較し得ることとなる．

　次に各軍位時間の二心時刻に封慮する輻射貼の高度（Altitude）を求むる爲に

用ひたる幅二黒占の位置は1937年筆者が観測決定せる値に基き・其の他の槻測及

英國のA・King氏が求めたる東：方移動推算表（拙著“流星の研究”124頁参照）

を参考として定めたものである●其の値次の如し．

輻　射黙　（1937．0）
　　　　　　　　1
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　さて，親測者吉井氏の観測地は廣島縣竹原町で，其の地理的経緯度は

　　　経度10ngitude　λ＝132。54／30”E

　　　緯度latitude　φ＝34。21’45”N

である．これによって各軍門時間の中心時刻に甥慮する輻射黒占の高度を計算し

た．各高度とそれに封ずるN’の値は’第2表の通りである．
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　　　　　　　第2表
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　4．關係式の誘導

　第2表に示したる合計34個の値を輻射瓢の高度によって7群に分けて各自の

ユド均値を算出した．其の結果は第3表に示す通りである．
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　第一行は輻射黒占の高度と結合したる四三を示し，第二丁目誘導値より得たる

4均値，第三行は干均値に使用したる個数である．

　とれらの値をグラフ紙上tcプ・ツトしたのが第1圃である．横軸に輻射黙の

高度をとり・縦軸にNをとった．吹に各貼に出來得る丈近く通過する様に翠

純なる曲線を描V・て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　1　圖見た．これによって

見ればh＝90。に相

當するNの極大値
は140なることを知

り得る．価て研究を

便ならしむる爲第3

表のNを140に際し

て極大値を1．0する

相封値を求めた．こ

れをN’とする．第

3表の第4行に示す

通りとなる．グラフ

上の右端にてこれを

示すことにした．
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　さてグラフによって示されたる曲線が如何なる敏學的關係（：方程式）を示すか

を見んに，まつ方程式を

　　　　　N’＝f（h）……・……・・…（1）

と置けば，船形から次の如き關係が承認される．

　　　（a）f（0）＝0．0

　　　（・）・G）一　1・・

　　　（・）f（h）の譜麟撃L－f’（・）・すS・d，f’（・）な塒のfit，lt：

　　　　　大約腿示し，・’㈲一・・となること．

　　　　　　　　　ガ　　　（d）0≦h＜諮る範［・1・kC於ては常にf’（h）＞0なること・

これらの諸關係からf（h）はf（Sin　h）の形によって表はし得ることが想像さ

れる．

　次にSin　hと第3表のN’の値との差をF（h）にて表はさば
　　　　　N’＝Sin　h－F（h）・・・・・・・・・・・・・・・…　（2）

圓形の研究によってF（h）はh＝0のとき0を示し・hの壌：加に從ひ次第に櫓

M・　L・　h一　一r　tC於て鰍を示し期値1ま0」に達し・麺嬬鳳少してh号
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に至り0となるこ’とを知る．これによって

　　　　　F　（h）　＝　O．1　Sin　2h

なることを推定し得る．PJて蘭医式として

　　　　　N’　一＝　f（h）　＝　Sin　h－O．1　Sin　2h

　　　　　　　　　　一＝　Sin　h　（1－O．2　Cos　h）一・…・・・・・・・・・…　（3）

を得べきものなることを結論し得る．

　（3）より得たる計算値を第3表の第5行に示す．これと槻測！　「1：より誘導した

るN’と比較するに，第3表の第6行に示す通りとなる．hが歪なるところで

は充分計算値と槻測よりの誘導値が一致してみるとは云ひ得ないが，これ位の

差は資料の充分ならざる黒占から許容され得るものではなからうかア

　との關係式から最初の目的たる輻射黒1の高斐と流ノ艘tとの聞に次の如き關係

を定立することが出細る．

　　　　　Nh　＝　Nz　Sin　h　（1－O．2　Cos　h）・・・・・・・・・・・…一…（4）

　　　　　Nz　＝　Nh／Sin　h　（1－O．2　Cos　h）　・・・・・・・・…一・一・（5）

こしにNhは輻射勲の高度がhなるときの流星鍛，　Nzは短身掘！iが天頂にある

ときに見得べき流星数である．

　　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×　　　　　　×

　年年の流星群出現の極大日時を求めんとする場合には槻測結果より得たる該

流星群の一時間平均数から（5）なる式によってNzを求め，個々のNzを比

較することによって目的を達し得るものである．

　又年々出現程度を異tcする流星群の週期を決定するときも，同様なる太陽の

章章◎に相當する各年のNzを求めて比較して日的を達せらるべきものと思

ふ．

　5．饒　　論

　以上筆者の求めたる關係式について資料，結果の票理，式の誘導について設

明したのであるが，この方法及び結果に：ついて反省すべきことも多からうと眉、

ふ、．

　こしに求めた關係は輩に観測結果より誘導したるものであって理論的のもの

でないことである．先づ流星観測に當り吾人が山田し得る覗野如で可の問題と，

流星の光度と槻測覗野の關係が考へられなければならぬ．第二に輻射鮎よりの

角距離と流星の出現頻度との關係が問題になる．次に親測親野の中心と輻射瓢

の位置との關係如何である．吉井氏の場合では多くは輻射鮎を覗野の中央部に

含む様にされてみるが，中には数十度はなれた黙を覗野の中心とされてみる場

合もないではない．（輻射黒占決定のため親些些間中の方向を復へる事が多い）．

又時間の経過に件ひ弓勢を増し流星歎の逓減をまぬかれぬことである．この外
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に大氣による長光等を考慮に入れて，前述の諸事項と共に理論的立場から關係

式を求め槻測より求めたる關係式と比較されなければならぬと思ふ．

　筆者の得たる關係式は一個人の観測者が見得る流星なる事を條件とせる爲，

数人のものが共同して観測する場合，同様なる關係が當てはまるか否かは別に

誘へねばならぬ．又速度や獲光黒占及び浩減貼の高さを異にする他の流星群に於

て上に求めた關係式が充分によく点てはまらないかも知れない．（大差はなv、

だらうとは考へられるが）

　次に關係式を定立する爲に使用した観測資料が現在としては最も良好なるも

のであるとしても，結論を下すに果して充分であるとは云ひ難い．從って將來

より多くの，又より精良なる観測を用ひて種々の特殊性や偏差を充分相殺せし

めて正しき結論を得たいと思ってみる．

　　摘　　　要

　1936年及1939年に於て吉井耕一氏（廣島縣竹原）の行ひたる双子座流星群の

観測（第1表）から3渚は輻射黒占の高度と流星数との間に次の績き關係式を定

立した．

　　　　　Nh　＝　N’z　Sin　h　（1－O．2　Cos　h）

この式に於てNhは輻射黙が高度hにある時に歩測されたる流星藪を示し，

Nzは輻射黙が天頂にある時に観測し得らるべき流星欺を示す・その關係式は

流星群の極大日時の計算及流星群の週期決定等に甚だ有用のものと信ぜられ

る．（1940－1－6）

On　the　Relation　between　the　Number　of　Observed　Meteors

　　and　the　Altitude　of　the　Radiant　Point．　（Abstract）

　From　the　observations　of　Geminid　meteors　（Table　1），　made　by　Mr．

Ko－iti　Yosii　（Takeh’ ≠窒＝C　Hirosima－ken），　during　1936　and　1939，　the

authorhas　derived　the　following　relation　between　the　number　of　the

obg．erved　meteors　and　the　altitude　of　the　radiant　point：

　　　　　　　　　riNlh　＝　Nz　sinh　（1－O．2×cos　h）

where　I　h　is　the　number　of　observed　meteors　when　the　radiant　was　at

the　，altlude　h　and　Nz　that　when　the　radiant　was　at　the　zenith．　The

above　formula　would　be　useful　for　the　calculation　of　the　date　of　the

maximum　dlsplay　of　the　meteors，　the　determination　of　the　period　of

apparition，　etc．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　κ0乞か0　κ0刀iaki，

　　　January　6，　1940．　President　of　Meteor　Section，　O．　A．　A．


